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森鴎外や西周をはじめとする多く
の文化人を輩出した島根県津和野
町。小春日の柔らかな太陽を浴び
て赤茶色に輝く石州瓦は、４００年の
伝統を誇る。山陰の小京都を走る
“貴婦人”Ｃ５７１が往事の姿そのまま
に、甍の波に汽笛の声を響かせる。
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石
州
瓦
の
ま
ち
を
走
る
Ｓ
Ｌ
（
島
根
県
津
和
野
町
）

　

農
山
村
や
漁
村
を
訪
れ
る
と
、
よ
く
ぞ

美
し
い
景
観
を
作
り
上
げ
た
も
の
だ
と
感

激
す
る
こ
と
が
ま
だ
あ
る
。
多
く
の
場

合
、
そ
の
美
し
さ
は
山
の
懐
に
抱
か
れ
た

集
落
で
あ
っ
た
り
、
集
落
内
の
路
地
な
ど

に
見
受
け
ら
れ
る
。
美
し
さ
の
要
因
は
、

屋
根
瓦
の
色
や
家
屋
の
形
体
が
揃
い
、
集

落
と
し
て
統
一
性
を
保
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
欲
を
い
え
ば
こ
れ
ら
の
生
活
空

間
を
取
り
巻
く
自
然
が
き
ち
ん
と
手
入
れ

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

こ
う
い
う
と
き
に
何
時
も
思
い
描
く
の

が
、
中
国

山
地
西
部

に
点
在
す

る
集
落
で

あ
る
。
島

根
県
石
見

地
方
、
広

島
県
北
、
山
口
県
東
部
に
な
る
。
こ
の
地

域
の
集
落
で
は
殆
ど
の
家
屋
が
石
見
に
産

す
る
石
州
瓦
で
屋
根
を
葺
い
て
い
る
。
年

月
を
経
た
お
寺
や
民
家
の
石
州
瓦
は
、
風

雪
を
染
み
込
ま
せ
た
味
わ
い
の
あ
る
赤
黒

い
瓦
に
な
っ
て
い
る
。

　

若
い
人
が
家
を
新
築
す
る
際
に
は
赤
や

青
の
瓦
を
使
い
た
い
だ
ろ
う
と
思
う
が
、

周
り
と
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
、
集
落

全
体
が
石
州
瓦
と
な
っ
て
い
る
。
集
落
と

い
う
共
有
の
空
間
を
美
し
く
形
成
す
る
た

め
に
は
、集
落
全
体
に
思
い
を
は
せ
つ
つ
、

自
ら
の
私
的
空
間
を
共
有
空
間
に
馴
染
ま

せ
る
と
い
う
自
律
的
精
神
が
必
要
と
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
の
集
落
に
は
こ
の
精
神
が
脈

打
ち
な
が
ら
生
き
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　

公
共
と
民
間
と
い
う
二
つ
の
空
間
が
対

立
的
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
と
プ
ラ
イ
ベ
イ
ト
が
一
歩
ず
つ
互

い
の
中
に
踏
み
込
み
、
両
者
が
溶
け
あ
っ

た
領
域
や
空
間
を
い
か
に
拡
大
す
る
か

が
、
美
し
い
景
観
や
風
景
を
形
づ
く
る
基

礎
に
な
る
。

　

最
近
、
皇
居
を
取
り
巻
く
道
路
の
一
部

の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
木
製
の
も
の
に
変
え

ら
れ
た
。

落
ち
着
い

た
濃
い
グ

レ
ー
の
も

の
で
あ
る
。

国
立
公
園

内
の
道
路

も
部
分
的
で
は
あ
る
が
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
に
変
っ
て
き
て
い
る
。
日
本
で
も
有
数

の
美
し
い
集
落
が
点
在
す
る
中
国
山
地
西

部
で
あ
る
が
、
白
い
鋼
鉄
製
の
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
は
こ
の
地
域
の
風
景
に
馴
染
ま
な

い
。
山
口
県
に
入
る
と
と
た
ん
に
県
管
理

の
道
路
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
黄
色
に
な

る
。
県
特
産
の
夏
み
か
ん
の
色
に
し
た
と

い
う
こ
と
を
聞
く
が
、
こ
れ
は
馴
染
ま
な

い
ど
こ
ろ
か
、
風
景
に
と
っ
て
は
異
物

だ
。
公
が
折
り
合
う
こ
と
を
せ
ず
、
景
観

や
風
景
を
乱
し
て
い
る
こ
と
が
、
往
々
に

し
て
あ
る
。
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政 策
　

地
方
六
団
体
が
６
月
７
日
に
内
閣
と

国
会
に
提
出
し
た
「
意
見
書
」
は
、
①

新
地
方
分
権
推
進
法
の
制
定
②
地
方
行

財
政
会
議
の
設
置
③
地
方
交
付
税
の

「
地
方
共
有
税
」へ
の
変
更
④
国
庫
補
助

負
担
金
の
総
件
数
の
半
減－

な
ど
を
提

言
し
た
。
地
方
六
団
体
が
設
置
し
た
新

地
方
分
権
構
想
検
討
委
員
会
が
ま
と
め

た
「
地
方
税
財
政
自
立
の
た
め
の
７
つ

の
提
言
」
の
具
体
化
を
求
め
た
も
の
。

　
「
日
本
の
地
方
分
権
は
な
お
、『
未
完

の
改
革
』に
と
ど
ま
っ
て
い
る
」と
の
認

識
か
ら
、
第
一
次
分
権
改
革
の
発
端
と

な
っ
た
１
９
９
４
年
の
「
地
方
分
権
の

推
進
に
関
す
る
意
見
書
」提
出
と
同
様
、

地
方
六
団
体
が
、
地
方
自
治
法
に
基
づ

き
２
回
目
の
意
見
書
を
提
出
し
た
も

の
。
第
二
期
改
革
に
向
け
た
地
方
六
団

体
の
「
決
意
」
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
る
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
分
権

改
革
の
進
捗
状
況
に
対
す
る
不
満
と
危

機
感
が
あ
る
。
第
一
次
分
権
改
革
で
は

「
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止
」と
い
う

大
き
な
成
果
を
上
げ
た
も
の
の
、
補
助

金
整
理
と
税
源
移
譲
な
ど
税
財
政
の
分

権
改
革
は
当
時
の
大
蔵
省
の
徹
底
抗
戦

に
あ
い
成
果
は
ゼ
ロ
に
終
わ
っ
た
。
こ

の
残
さ
れ
た
宿
題
を
完
成
す
る
た
め
に

ス
タ
ー
ト
し
た
は
ず
の
「
三
位
一
体
改

革
」
は
、
３
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
は

実
現
し
た
も
の
の
、
４
兆
円
規
模
の
補

助
金
整
理
で
は
地
方
の
自
由
度
は
ほ
と

ん
ど
拡
大
せ
ず
、
し
か
も
交
付
税
改
革

で
は
総
額
が
５
兆
円
規
模
も
削
減
さ
れ

て
終
わ
っ
た
。
引
き
続
き
ス
タ
ー
ト
し

た
「
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
」
で
は
、

国
・
地
方
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

回
復
に
む
け
た
歳
出
削
減
が
中
心
課
題

と
な
り
、
先
日
決
着
し
た
内
容
も
「
地

方
交
付
税
の
維
持
」
が
精
一
杯
で
、「
地

方
分
権
」
は
影
を
ひ
そ
め
た
。

　
「
分
権
の
火
を
消
し
て
は
な
ら
な
い
」

－

。
そ
ん
な
思
い
が
、
こ
こ
一
連
の
地

方
六
団
体
の
動
き
の
背
景
に
あ
る
。
７

月
に
島
根
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
知
事

会
議
で
は
、「
地
方
分
権
改
革
の
今
後

の
進
め
方
」
と
し
て
、「
第
二
期
改
革

は
、『
地
方
分
権
推
進
・
一
括
法
』
の
制

定
を
基
本
と
し
て
、
そ
の
内
容
の
充
実

を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
改
革
を
進
め

る
」
と
の
「
地
方
分
権
改
革
の
今
後
の

進
め
方
」
を
決
め
る
と
と
も
に
、
自
民

党
総
裁
選
等
に
む
け
て
「
地
方
分
権
改

革
」
を
主
要
政
策
に
取
り
上
げ
る
よ
う

各
候
補
者
に
「
公
開
質
問
状
」
を
出
す

方
針
も
決
め
た
。
さ
ら
に
、
同
方
針
の

動
き
出
す
か
地
方
分
権
推
進

動
き
出
す
か
地
方
分
権
推
進
・
一
括
法

一
括
法

動
き
出
す
か
地
方
分
権
推
進
・
一
括
法

新
政
権
の
姿
勢
と
地
方
六
団
体
の
結
束
が
カ
ギ
に

　

地
方
六
団
体
が
６
月
、　

年
ぶ
り
に
地
方
自
治
法
の
意
見
提
出
権

12

に
基
づ
く
「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
」
を
内
閣
・
国
会

に
提
出
し
た
。
意
見
書
の
大
半
は
内
閣
か
ら�
無
視�
さ
れ
た
も
の

の
、
新
た
な
分
権
一
括
法
は
、
政
府
が
閣
議
決
定
し
た
「
骨
太
の
基

本
方
針
２
０
０
６
」
に
盛
り
込
ま
れ
、
総
務
省
は
新
地
方
分
権
一
括

法
の
制
定
に
向
け
て
省
内
に「
分
権
法
制
推
進
室
」を
設
置
し
た
。
一

方
、
全
国
知
事
会
や
全
国
市
長
会
も
小
委
員
会
な
ど
を
設
置
、
全
国

町
村
会
も
予
算
要
望
に
「
新
地
方
分
権
推
進
法
の
制
定
」
を
盛
り
込

ん
だ
。
近
く
、
地
方
六
団
体
が
共
同
し
て
地
方
分
権
権
推
進
・
一
括

法
の
制
定
に
向
け
た
提
言
を
政
府
に
突
き
付
け
る
。

　

１
９
９
４
年
、
地
方
六
団
体
が
地
方
分
権
推
進
法
制
定
を
内
閣
に

意
見
具
申
。
そ
れ
が
契
機
に
地
方
分
権
推
進
法
と
地
方
分
権
推
進
委

員
会
に
よ
る
第
一
次
分
権
改
革
が
実
現
し
た
。
今
回
の
地
方
六
団
体

の
意
見
書
提
出
な
ど
の
一
連
の
動
き
を
み
る
と
、
こ
の
第
一
次
分
権

改
革
の「
前
夜
」の
様
相
を
呈
し
て
き
た
と
い
え
る
。
新
た
な
分
権
改

革
の
第
二
期
改
革
が
動
き
始
め
た
。
と
は
い
え
、
第
二
期
改
革
が
具

体
化
す
る
に
つ
れ
霞
が
関
の
反
発
が
強
ま
る
の
は
必
至
。
さ
ら
に
、

新
内
閣
が
地
方
分
権
に
ど
ん
な
姿
勢
を
と
る
か
、
な
お
不
透
明
だ
。

　

年
前
の
分
権
改
革
再
現
へ

１２
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具
体
化
を
協
議
し
た
８
月
の
地
方
分
権

推
進
特
別
委
員
会
で
は
、
同
委
員
会
に

新
た
に
「
地
方
分
権
推
進
・
一
括
法
検

討
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
早
急
に
地

方
分
権
推
進
に
向
け
た
提
言
を
ま
と
め

る
こ
と
を
決
め
た
。
今
後
、
地
方
六
団

体
と
共
同
し
て
内
閣
に
同
法
律
制
定
の

た
め
の
体
制
づ
く
り
を
申
し
入
れ
る
方

針
だ
。

　

ま
た
、
全
国
市
長
会
も
７
月
、
今
後

の
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
向
け
た
検

討
・
対
応
と
具
体
的
な
進
捗
状
況
を

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
た
め
「
地
方
分

権
推
進
戦
略
会
議
」を
設
置
、地
方
分
権

改
革
の
さ
ら
な
る
推
進
に
取
り
組
む
方

針
を
決
め
た
。併
せ
て
、自
民
党
の
総
裁

選
挙
に
向
け
て
総
裁
立
候
補
予
定
者
等

に「
地
方
分
権
の
さ
ら
な
る
推
進
」を
主

要
政
策
に
掲
げ
る
よ
う
申
し
入
れ
た
。

　

全
国
町
村
会
も
７
月
、「
平
成　

年
１９

度
政
府
予
算
編
成
・
施
策
に
関
す
る
要

望
」
を
決
め
、
政
府
等
に
要
請
し
た
が
、

同
要
望
で
も
「
平
成　

年
度
以
降
の
第

１９

二
期
改
革
を
、
国
民
・
国
会
の
力
で
強

力
に
推
進
す
る
た
め
、
新
地
方
分
権
推

進
法
（
仮
称
）
を
制
定
す
る
」
よ
う
求

め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
地
方
六
団
体
の
動
き
に
併

せ
て
、
竹
中
総
務
相
も
分
権
一
括
法
な

ど
新
た
な
分
権
推
進
体
制
の
整
備
に
積

極
的
に
動
い
た
。
そ
れ
が
地
方
六
団
体

の
運
動
と
も
あ
わ
せ
て
、「
骨
太
の
基

本
方
針
２
０
０
６
」
に
、「
地
方
分
権
に

向
け
て
、
関
係
法
令
の
一
括
し
た
見
直

し
に
等
に
よ
り
、
国
と
地
方
の
役
割
分

担
の
見
直
し
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国

（参考）　これまでの地方分権改革に関する国の動き

平成５年６月　地方分権推進に関する決議（衆・参両議院）

　　　　１０月　第３次行革審最終答申（規制緩和とともに地方分権

に重点）

平成６年１２月　地方分権の推進に関する大綱方針閣議決定

平成７年７月　地方分権推進法施行（平成１２年までの時限法、後１

年延長）

　　　　７月　地方分権推進委員会発足

平成８年３月　地方分権推進委員会中間報告

　　　　１２月　地方分権推進委員会第１次勧告（機関委任事務制度

の廃止等）

平成９年７月　地方分権推進委員会第２次勧告（国と地方の関係調

整ルール等）

　　　　９月　地方分権推進委員会第３次勧告（地方事務官等）

平成１０年５月　地方分権推進計画閣議決定

　　　　１１月　地方分権推進委員会第５次勧告（公共事業のあり方

等）

平成１１年７月　地方分権一括法成立

平成１２年４月　地方分権一括法施行

　　　　８月　地方分権推進委員会意見（補助金整理合理化等）

　　　　１１月　地方分権推進委員会意見（市町村合併の推進）

平成１３年６月　地方分権推進委員会最終報告（地方税源充実確保策

の提言等）

　　　　７月　地方分権改革推進法失効

　　　　７月　地方分権改革推進会議発足

　　　　１２月　地方分権改革推進会議中間論点整理

平成１４年６月　地方分権改革推進会議「事務・事業の在り方に関す

る中間報告」

　　　　１０月　地方分権改革推進会議「事務・事業の在り方に関す

る意見」

平成１５年６月　地方分権改革推進会議「三位一体の改革についての

意見」

平成１６年５月　地方分権改革推進会議「地方公共団体の行財政改革

の推進等行政体制の整備についての意見」

平成１６年７月　地方分権改革推進会議解散
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政 策

の
関
与
・
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・

縮
減
等
を
図
る
」
と
明
記
さ
せ
た
。

　

さ
ら
に
、
７
月
の
全
国
知
事
会
議
に

出
席
し
た
同
相
は
、「
前
回
の
一
括
法

の
場
合
も
、
ま
ず
基
本
法
を
つ
く
っ
て

内
閣
で
進
め
る
体
制
を
整
え
た
。
そ
の

手
順
が
大
変
大
事
だ
」
と
発
言
。
こ
の

た
め
、
７
月
下
旬
に
は
省
内
に
「
分
権

法
制
推
進
室
」を
発
足
さ
せ
た
。「
新
地

方
分
権
一
括
法
（
仮
称
）」
の
制
定
に
向

け
た
準
備
が
仕
事
だ
。
官
房
参
事
官
を

室
長
に
、
自
治
行
政
局
、
自
治
税
務
局
、

自
治
財
政
局
、
行
政
評
価
局
な
ど
全
庁

体
制
で
組
織
し
た
。

意
見
書
の
政
府
回
答
は
「
ゼ
ロ
」

　

と
は
い
え
、
地
方
六
団
体
が
重
大
な

決
意
を
も
っ
て
提
出
し
た
意
見
書
に
対

す
る
内
閣
の
回
答
（
７
月　

日
）
は
、

２１

実
質
ゼ
ロ
回
答
と
い
え
る
も
の
だ
っ

た
。
こ
の
た
め
、
地
方
六
団
体
は
「
地

方
行
財
政
会
議
の
設
置
や
地
方
共
有
税

等
に
つ
い
て
何
ら
触
れ
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
は
遺
憾
だ
」
と
批
判
す
る
と
と
も

に
、「
地
方
六
団
体
は
第
二
期
改
革
の

実
現
に
向
け
不
退
転
の
決
意
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
覚
悟
で
あ
る
」
と
の

共
同
声
明
を
発
表
し
た
。

　
「
地
方
行
財
政
会
議
」
は
、
国
と
地
方

の
役
割
分
担
や
地
方
共
有
税
の
あ
り
方

な
ど
を
国
と
地
方
が
対
等
な
立
場
で
協

議
す
る
制
度
の
創
設
を
求
め
た
も
の
。

こ
れ
ま
で
の
国
・
地
方
関
係
を
抜
本
的

に
変
更
す
る
内
容
だ
け
に
、
政
府
が
す

ぐ
に
の
れ
な
い
の
は
当
然
だ
。
し
か

し
、
地
方
六
団
体
が
求
め
る
新
た
な
分

権
推
進
体
制
が
設
置
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
あ
り
方
も
そ
こ
で
検
討
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
地
方
六
団

体
は
早
急
に
分
権
推
進
体
制
の
整
備
を

求
め
る
と
と
も
に
、並
行
し
て
、秋
以
降

か
ら
そ
の
具
体
的
な
内
容
と
な
る
「
地

方
分
権
一
括
法
」
を
詰
め
る
方
針
だ
。

　

た
だ
、
新
内
閣
が
９
月
中
に
も
発
足

す
る
。
竹
中
総
務
相
は
新
内
閣
で
も
自

ら
敷
い
た
「
分
権
改
革
」
路
線
が
継
続

す
る
よ
う
「
新
地
方
分
権
一
括
法
」
の

内
容
を
具
体
化
し
た
い
意
向
と
い
わ

れ
、
８
月　

日
の
北
海
道
タ
ウ
ン
ミ
ー

２７

テ
ィ
グ
で
、
同
法
案
を
秋
の
通
常
国
会

に
提
出
す
る
意
向
を
表
明
し
た
。
し
か

し
、
新
内
閣
が
ど
こ
ま
で
「
地
方
分
権
」

に
本
腰
を
入
れ
る
か
、
な
お
未
定
だ
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
全
国
知
事
会
が
予

定
し
て
い
る
自
民
党
総
裁
選
立
候
補
者

に
対
し
「
地
方
分
権
を
主
要
政
策
」
に

掲
げ
る
よ
う
求
め
る
運
動
は
注
目
さ
れ

る
。
同
時
に
、
地
方
六
団
体
が
結
束
し

て
「
補
助
金
改
革
案
」
を
と
り
ま
と
め

た
こ
と
が
三
位
一
体
改
革
を
実
現
さ
せ

た
よ
う
に
、
今
後
の
地
方
分
権
改
革
で

も
、
改
め
て
地
方
六
団
体
の
結
束
が
求

め
ら
れ
る
。

（
自
治
日
報
記
者　

井
田
正
夫
）
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住
田
町
の
概
況

　
「
町
長
、
支
所
を
廃
止
し
て
、
き
め
の

細
か
い
行
政
と
言
え
る
の
か
」、「
自
立

は
い
い
が
、
財
政
的
に
は
大
丈
夫
な
の

か
」
と
い
ろ
い
ろ
意
見
が
飛
び
交
う
、

本
町
の
地
区
懇
談
会
で
す
。

　

岩
手
県
住
田
町
は
、
三
陸
海
岸
に
近

い
県
の
東
南
部
、
人
口
約
７
千
人
、
総

面
積
３
３
５ 

、
山
林
が　

％
の
典
型

９０

的
な
山
村
で
す
。
産
業
の
中
心
は
農
林

㎢

自
立
・
持
続
の
ま
ち
づ
く
り

自
立
・
持
続
の
ま
ち
づ
く
り

岩手県岩 手 県 

住 田　 住 田 町町

現
地
レ
ポ
ー
ト

現
地
レ
ポ
ー
ト

〔
特 

集
〕

行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み

行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み

業
で
、
戦
前
は
馬
産
地
と
し
て
、
戦
後

は
木
炭
、
葉
タ
バ
コ
、
養
蚕
を
主
産
業

と
し
て
き
ま
し
た
。
昭
和　

年
代
か
ら

４０

　

年
代
に
か
け
て
は
、
野
菜
と
畜
産
と

５０の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
複
合
経
営
で
、

平
均
耕
作
面
積　

ａ
を
集
約
し
た
「
住

６０

田
型
農
業
」を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
林
業
は
、
昭
和　

年
に
林
業
振

５３

興
計
画
を
策
定
し
、
木
材
生
産
と
加
工

に
加
え
、
住
宅
建
築
や
住
宅
部
材
販
売

ま
で
の
一
連
の
シ
ス
テ
ム
化
を
図
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
ま
し
た
。こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
整
備
し
た
木

工
団
地
で
は
、
１
８
０
人
の
雇
用
を
生

み
出
し
て
お
り
、
全
国
の
林
業
地
よ
り

注
目
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

・Ｎ

盛岡市

・

住田町

アユ漁で賑わう気仙川アユ漁で賑わう気仙川町の花「アツモリソウ」町の花「アツモリソウ」

〜
行
政
と
住
民
の
協
働
で
地
域
の
夢
実
現
を
目
指
す
〜

〜
行
政
と
住
民
の
協
働
で
地
域
の
夢
実
現
を
目
指
す
〜

伊達藩唯一の直轄地「五葉山」伊達藩唯一の直轄地「五葉山」
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合
併
か
自
立
か

　

私
が
町
長
に
就
任
し
た
の
は
平
成　
１３

年
８
月
で
す
。
市
町
村
合
併
問
題
へ
の

対
応
が
問
わ
れ
は
じ
め
て
い
た
と
き
で

し
た
。

　

市
町
村
の
合
併
は
、
自
治
体
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
そ
こ
に
生
活
す
る
住
民

に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
問
題
で
あ
り

ま
す
。
私
は
、
こ
の
合
併
問
題
は
、
今

後
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
町
民
と
意
見

を
交
換
す
る
格
好
の
機
会
と
と
ら
え
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
単
に
合
併
す
る
、
し

な
い
で
は
な
く
、
町
づ
く
り
の
根
幹
に

か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
町
民
や

議
員
の
意
向
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

役
場
の
職
員
に
と
っ
て
も
、
自
分
の
仕

事
と
町
民
の
視
点
を
再
認
識
で
き
る
機

会
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　

ま
ず
、
町
民
に
的
確
な
情
報
を
提
供

す
る
た
め
、
助
役
を
チ
ー
フ
と
し
て
課

長
等
の
管
理
職
で
構
成
す
る
「
地
域
経

営
研
究
会
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。こ
こ

で
は
、
メ
ン
バ
ー
が
毎
週
水
曜
日
午
後

５
時
か
ら
時
間
無
制
限
で
半
年
間
議
論

し
、町
の
財
政
状
況
、自
立
へ
の
模
索
、

合
併
へ
の
あ
り
方
を
研
究
し
ま
し
た
。

　

そ
の
成
果
を
も
っ
て
、
町
内
５
箇
所

の
地
区
公
民
館
単
位
に
住
民
懇
談
会
を

行
い
ま
し
た
。
懇
談
会
で
は
、
先
に
合

併
推
進
の
立
場
か
ら
県
の
担
当
職
員
が

説
明
を
行
い
、
そ
の
後
「
地
域
経
営
研

究
会
」
の
結
果
を
説
明
し
、
町
民
の
議

論
を
喚
起
し
、
意
見
を
聴
取
し
ま
し

た
。
当
然
、「
町
長
の
考
え
は
」、「
我
々

に
判
断
し
ろ
と
い
う
の
は
責
任
回
避

だ
」と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、

「
こ
れ
ま
で
の
行
政
の
ス
タ
ン
ス
と
違

う
、
ま
ず
町
民
か
ら
意
見
を
求
め
る
」

こ
と
が
概
ね
理
解
さ
れ
、
行
政
と
町
民

が
と
も
に
責
任
を
分
け
合
う
素
地
が
受

け
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、「
町
長
の
姿
勢
」
を
問

う
声
は
、
議
会
に
も
、
職
員
に
も
あ
り

ま
し
た
が
、
私
が
方
向
性
を
出
す
の
は

最
後
で
あ
る
と
頑
健
に
自
分
の
意
志
は

表
明
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
内
の
各
種
団
体
と
の
意

見
交
換
や
、
議
会
議
員
と
町
政
顧
問

（
歴
代
の
町
長
、
議
長
経
験
者
）
へ
の
説

明
を
経
て
、
半
年
後
「
当
面
自
立
」
を

表
明
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
第

２
回
目
の
住
民
懇
談
会
を
持
ち
、
そ
の

木工団地木工団地

いろいろ意見が飛び交う「地区懇談会」いろいろ意見が飛び交う「地区懇談会」

判
断
の
内
容
を
示
す
と
と
も
に
、
特
に

行
政
と
住
民
の
協
働
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

自
立
・
持
続
の
四
条
件

　

自
立
の
た
め
に
は
、
単
に
「
合
併
は

い
や
だ
」、「
自
立
で
い
き
た
い
」
だ
け

で
は
前
に
進
め
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
は
、

一
定
の
条
件
を
「
民
と
公
」
が
達
成
し

て
い
く
こ
と
が
必
須
と
な
り
ま
す
。
本

町
で
は
、「
地
域
経
営
研
究
会
」
が
そ
の

条
件
を
提
示
し
、
町
民
と
認
識
を
ひ
と

つ
に
す
る
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
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そ
の
自
立
の
た
め
の
四
条
件
と
は

①
町
民
の
協
働
・
参
画

　

政
策
決
定
過
程
や
実
施
段
階
へ
の
積

極
的
な
住
民
参
画

　

住
民
自
治
の
再
確
認

②
職
員
の
意
識
転
換
・
能
力
向
上

　

創
造
的
職
員
の
育
成
、
プ
ロ
意
識
の

醸
成
、
前
例
踏
襲
の
転
換

③
行
財
政
の
効
率
化
・
健
全
化

　

事
務
事
業
の
見
直
し
、
外
部
委
託
の

推
進
、
組
織
機
構
の
見
直
し

④
広
域
対
応
の
推
進

　

一
部
事
務
組
合
、
広
域
連
合
に
よ
る

事
務
の
拡
大

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
、
謳
い
文
句
に

せ
ず
、
実
績
が
明
確
に
見
え
る
形
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
取
り
組
ん
だ

の
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。

　

小
規
模
町
村
で
は
、
町
役
場
が
最
大

の
企
業
で
あ
り
、
組
織
力
、
情
報
力
、

財
政
力
が
す
べ
て
集
中
し
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
町
の
元
気
、
町
の
改
革

を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
の
最
大
組

織
で
最
大
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
役

場
の
職
員
を
動
か
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

私
は
、
町
長
就
任
と
同
時
に
役
場
職

員
の
地
区
担
当
制
を
敷
き
ま
し
た
。
課

長
補
佐
・
係
長
ク
ラ
ス
の
職
員
約　

人
４０

が
５
つ
の
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
地
区
の

人
た
ち
と
年
間
を
通
し
て
地
域
づ
く
り

を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
づ

く
り
だ
け
で
は
な
く
、
職

員
が
地
域
や
住
民
の
目
線

に
立
つ
こ
と
の
訓
練
で
あ

り
、
共
同
作
業
は
、
将
来

の
職
員
・
行
政
と
住
民
と

の
信
頼
関
係
の
構
築
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
管
理
職
ク
ラ
ス
に

は
、「
地
域
経
営
研
究
会
」

を
通
じ
、
自
分
の
担
当
範

囲
だ
け
で
は
な
く
町
全
体

の
課
題
対
応
が
で
き
る
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
管
理
職
に

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
若
手
職
員
の
研

修
は
、
通
常
の
研
修
に
加

え
て
、
他
団
体
、
友
好
団

体
へ
の
派
遣
、
交
流
人
事
を
活
発
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
は
国
や
県

な
ど
に
６
名
の
職
員
を
派
遣
し
て
お
り

ま
す
。
全
職
員
が
１
２
０
名
で
す
か
ら

大
変
苦
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
派
遣
研
修
を
終
え
て
戻
っ
て
き
た
職

員
は
約　

名
、
今
、
町
に
新
し
い
風
を

２０

吹
き
込
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

協
働
・
参
画
で
は
、
各
地
区
に
お
い

て
地
区
委
員
会
が
地
域
資
源
を
再
発
見

（
地
元
学
）
し
、
そ
れ
を
地
域
づ
く
り
に

結
び
つ
け
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
支
援
は
地
区
担
当

職
員
が
担
い
、
地
域
の
夢
実
現
の
た
め

の
財
政
支
援
と
し
て
「
地
域
づ
く
り
事

業
補
助
金
」
を
交
付
し
、「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」
自
治
の

原
点
の
活
動
を
助
け
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
取
り
組
み
の
視
点
が
違

う
の
も
ま
た
特
徴
で
す
。
行
政
の
政
策

に
は
、
町
政
モ
ニ
タ
ー
、
審
議
会
委
員

と
し
て
多
く
の
公
募
委
員
の
採
用
を
心

が
け
て
お
り
、
そ
の
後
の
運
営
に
も
参

画
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

行
財
政
の
効
率
化
に
つ
い
て
は
、
町

の
行
政
、
財
政
状
況
に
関
す
る
情
報
を

町
民
に
わ
か
り
や
す
く
提
供
し
て
お
り

ま
す
。
町
の
広
報
で
は
、
毎
回
一
事
業

に
し
ぼ
り
、
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し

て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
国
県
の
補

助
金
、
保
護
者
の
負
担
額
、
町
の
持
ち

出
し
、
人
件
費
、
原
材
料
費
、
町
民
一

人
あ
た
り
負
担
額
、
一
食
あ
た
り
の
調

理
単
価
な
ど
を
示
し
、
町
民
の
財
政
運

営
へ
の
関
心
を
高
め
る
方
策
を
と
っ
て

お
り
ま
す
。

　

広
域
連
携
に
お
い
て
は
、
消
防
、
ご

み
、
し
尿
、
介
護
保
険
二
次
審
査
な
ど

を
共
同
で
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら

に
滞
納
整
理
や
国
保
な
ど
に
つ
い
て
も

働
き
か
け
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

以
上
の
４
条
件
の
ほ
か
に
３
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い

ま
す
。

①
「
森
林
・
林
業
日
本
一
の
町
づ
く
り
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

町
の　

％
を
占
め
る
山
林
は
、
町
の

９０

重
要
な
資
源
で
す
。
特
に
町
有
林
は
そ

の　

％
、
１
万
３
千 

あ
り
、
約
７
千

３５

 

が
戦
後
植
林
さ
れ
た
杉
を
主
体
と
し

た
人
工
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
、
木

材
価
格
は
低
迷
し
、
再
生
産
の
意
欲
も

失
わ
れ
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
が
、

先
人
の
偉
業
を
引
き
継
ぎ
、
こ
れ
を
価

値
あ
る
も
の
と
す
る
べ
く
、
木
材
の
加

工
、
流
通
事
業
体
を
立
ち
上
げ
、
さ
ら

に
、
森
林
認
証
の
取
得
、
木
質
ペ
レ
ッ

ト
の
生
産
や
木
質
発
電
へ
の
取
り
組
み

な
ど
の
環
境
事
業
へ
も
展
開
を
し
て
い

ま
す
。

②
「
宿
場
・
賑
わ
い
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

本
町
の
も
う
ひ
と
つ
の
基
幹
産
業
で

ha

ha

農産物直売施設での山野草栽培講習会農産物直売施設での山野草栽培講習会
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あ
る
農
業
の
新
展
開
で
す
。
農
家
一
戸

あ
た
り
耕
作
面
積
が　

ａ
と
零
細
な
農

６０

業
で
す
の
で
、
大
産
地
で
は
不
可
能
な

「
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
」
の
安
全
・
安

心
農
業
と
、
意
欲
あ
る
農
家
の
支
援
の

た
め
「
集
落
営
農
」
の
実
現
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

③
「
地
域
協
働
シ
ス
テ
ム
構
築
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　

町
民
が
旧
来
育
ん
で
き
た
共
同
体
意

識
の
維
持
、
復
活
を
し
、
行
政
と
住
民

と
が
各
々
の
特
性
を
生
か
し
た
役
割
分

担
を
し
な
が
ら
、
町
全
体
が
ひ
と
つ
と

な
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で

す
。
そ
の
重
要
な
支
援
策
と
し
て
、
職

員
の
担
当
制
と
地
区
ご
と
の
地
区
別
計

画
の
推
進
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

お
わ
り
に

　

住
田
町
は
藩
政
時
代
か
ら
伊
達
藩
唯

一
の
直
轄
地
と
し
て
、
産
金
や
木
材
で

発
展
し
て
き
た
町
で
す
。
そ
の
た
め
、

町
民
は
自
立
意
識
が
高
く
、
合
併
に
つ

い
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
自
立
を
支
え
て
い

く
の
は
、
そ
の
中
心
に
い
る
役
場
と
職

員
で
あ
り
ま
す
。
財
政
事
情
は
予
断
を

許
し
ま
せ
ん
が
、
職
員
の
高
い
意
識
と

町
に
か
け
る
思
い
を
醸
成
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
年
度
よ
り
職

員
の
評
価
制
度
を
導
入
し
、
職
員
の
能

力
向
上
と
緊
張
感
の
あ
る
業
務
運
営
を

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

地
方
分
権
に
よ
り
市
町
村

へ
の
権
限
移
譲
が
始
ま
っ
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
と
て

も
、
移
譲
を
受
け
る
も
の
、

拒
否
す
る
も
の
の
厳
し
い
選

択
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
行
政
は
町
民
の
「
幸
せ

づ
く
り
の
ト
ー
タ
ル
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
小
さ
い

町
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
小

さ
い
町
で
な
け
れ
ば
で
き
な

い
」
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
住
田
町
長　

多
田　

欣
一
）

町内５地区ごとに地区計画を推進町内５地区ごとに地区計画を推進
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町
と
帯
広
畜
産
大
学
は
、
町
内
に

あ
る
か
ん
が
い
用
の
水
沢
ダ
ム
の
水

質
向
上
に
向
け
、
生
態
系
の
保
全
や

創
出
を
整
備
す
る
「
ビ
オ
ト
ー
プ
構

想
」
の
共
同
研
究
を
開
始
し
た
。

　

今
年
度
は
、
水
沢
ダ
ム
周
辺
の
環

境
や
水
量
、
水
質
、
水
生
昆
虫
等
の

調
査
な
ど
、
基
本
構
想
策
定
の
た
め

の
現
況
調
査
を
行
う
。　

年
度
は
基

０７

本
計
画
や
実
施
設
計
を
行
い
、　

〜
０８

　

年
度
に
か
け
て
水
質
改
良
保
全
事

１０業
を
実
施
す
る
。

　

町
は
全
国
の
７
町
村
と
共
同
で

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
」を
設

立
し
、
農
山
村
の
景
観
や
環
境
、
文

化
を
守
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

町
は
こ
の
ほ
ど
、
少
子
化
対
策
を

総
合
的
に
検
討
す
る
た
め
に
町
女
性

職
員
で
構
成
す
る
「
町
少
子
化
対
策

検
討
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
、
初
会

合
を
開
い
た
。

　

初
会
合
で
工
藤
祐
直
町
長
は
「
町

に
欠
け
て
い
る
部
分
、
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
の
か
、
女
性
の

目
か
ら
見
た
率
直
な
意
見
と
ア
イ
デ

ア
を
出
し
て
ほ
し
い
」と
挨
拶
し
た
。

　

同
委
員
会
は
今
後
、
町
内
の
妊
婦

サ
ー
ク
ル
等
と
の
意
見
交
換
や
ア
ン

ケ
ー
ト
を
通
し
て
、
少
子
化
対
策
に

向
け
た
報
告
書
を
年
内
に
ま
と
め
る

方
針
だ
。

　

委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
の
は
、　

〜
２０

　

代
の
未
婚
・
既
婚
の　

人
。

３０

１２

　

町
は
、
町
が
販
売
す
る
住
宅
用
地

を
購
入
し
た
世
帯
に
対
し
て
「
新
生

活
支
援
金
」
と
し
て
１
０
０
万
円
を

支
給
す
る
。
町
の
住
宅
用
地
の
販
売

促
進
と
併
せ
て
、
定
住
人
口
を
増
や

す
の
が
狙
い
。

　

支
援
金
の
支
給
は
、
夫
婦
の
い
ず

れ
か
が　

歳
以
下
か
中
学
生
以
下
の

４０

子
ど
も
が
い
る
世
帯
が
対
象
。
住
宅

用
地
を
取
得
し
た
日
か
ら
４
年
以
内

に
町
に
住
民
票
を
移
し
定
住
す
る
こ

と
な
ど
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
支

援
金
の
支
給
は
１
区
画
に
つ
き
１
世

帯
１
回
限
り
と
す
る
。

　

町
は
６
月
か
ら
約
１
万
７
、
０
０

０
平
方
㍍
、全　

区
画
の「
出
雲
崎
て

５０

ま
り
団
地
」の
分
譲
を
始
め
て
い
る
。

　

町
は
、
新
た
な
財
源
確
保
を
目
的

に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
と
広

報
誌
に
掲
載
す
る
有
料
広
告
を
募
集

し
て
い
る
。

　

Ｈ
Ｐ
の
広
告
は
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
予
定
で
、
ス
ペ
ー
ス
は
最

大
で
４
枠
。
掲
載
期
間
は
１
カ
月
単

位
で
料
金
は
月
５
、
０
０
０
円
。
町

Ｈ
Ｐ
は
月
平
均
で
約
１
万
件
の
ア
ク

セ
ス
が
あ
る
。
ま
た
、
広
報
誌
で

は
、「
暮
ら
し
の
情
報
」
欄
に
掲
載
す

る
。
８
分
の
１
ペ
ー
ジ
相
当
の
広
告

を
１
枠
と
し
料
金
は
月
１
万
円
。
Ｈ

Ｐ
と
広
報
誌
共
に
、
町
内
外
問
わ
ず

広
く
募
集
し
て
い
る
。

　

掲
載
は
９
月
か
ら
で
、
既
に
そ
れ

ぞ
れ
２
社
の
広
告
掲
載
が
決
ま
っ
て

い
る
。

　

村
は
、
役
場
な
ど
四
カ
所
に
「
再

建
推
進
箱
」
を
設
置
し
、
今
後
の
村

づ
く
り
に
関
す
る
提
案
な
ど
を
受
け

付
け
て
い
る
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
村
の
再

建
に
向
け
て
「
村
の
窮
状
を
皆
で
考

え
、
村
民
総
参
加
で
村
づ
く
り
を
進

め
て
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
、
す

ぐ
に
取
り
組
め
る
ア
イ
デ
ア
か
ら
中

長
期
の
構
想
と
い
っ
た
意
見
・
提
案

を
求
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
村
で
は
田
の
原
天
然
公
園

を
は
じ
め
と
す
る
御
獄
山
王
滝
口
周

辺
の
環
境
整
備
を
行
う
た
め
、
募
金

箱
を
設
置
し
、
来
訪
者
に
協
力
を
求

め
て
い
る
。

　

町
は
、
町
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
実

施
し
て
い
る
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は

ん
町
民
運
動
」
を
応
援
す
る
た
め
町

広
報
誌
に
町
民
の
朝
食
メ
ニ
ュ
ー
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
「
わ
た
し
の
家

の
朝
ご
は
ん
」
を
設
け
た
。

　

全
国
的
に
朝
食
を
と
ら
な
い
子
ど

も
が
増
え
て
い
る
中
、
広
報
誌
で
朝

食
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
町
民
の
関

心
を
高
め
て
も
ら
う
の
が
狙
い
。
ア

イ
デ
ア
メ
ニ
ュ
ー
や
地
元
食
材
を

使
っ
た
料
理
の
ほ
か
、
朝
食
に
対
す

る
思
い
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
募
集
し
て

い
る
。

　

な
お
、
町
で
は
朝
食
を
十
分
に
食

べ
て
い
な
い
子
ど
も
ら
を
対
象
に
、

登
校
時
に
牛
乳
や
チ
ー
ズ
等
の
乳
製

品
を
用
意
す
る
「
町
立
小
中
学
校
食

育
推
進
事
業
」
を
今
年
５
月
か
ら
実

施
し
て
い
る
。

　

町
は
、
町
民
が
集
め
た
間
伐
材
な

ど
の
木
材
の
量
に
よ
っ
て
、
町
内
の

温
泉
や
商
店
で
利
用
で
き
る
地
域
通

貨
を
発
行
す
る
実
験
を
行
っ
て
い

る
。

　

集
ま
っ
た
木
材
は
町
の
月
ヶ
谷
温

泉
の
燃
料
と
し
て
使
う
。
地
球
温
暖

化
の
防
止
と
地
域
内
の
経
済
を
活
性

化
さ
せ
る
の
が
狙
い
。
町
民
の
み
が

参
加
で
き
る
。

　

対
象
と
な
る
木
材
は
間
伐
材
や
未

利
用
等
の
木
材
に
限
る
。
集
め
た
木

材
は
、
町
三
セ
ク
「
株
式
会
社
も
く

さ
ん
」
に
持
ち
込
む
こ
と
で
、
１
キ

ロ
当
た
り
１
ポ
イ
ン
ト
の
地
域
通
貨

が
支
払
わ
れ
る
。
５
０
０
ポ
イ
ン
ト

で
５
０
０
円
の
町
商
工
会
商
品
券
、

１
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
で
１
０
０
０
円

の
商
品
券
と
引
き
換
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

町
は
、
町
内
へ
の
定
住
促
進
を
図

る
た
め
空
き
家
情
報
を
収
集
す
る

「
空
き
家
バ
ン
ク
」の
整
備
を
進
め
て

い
る
。
町
内
に
一
戸
建
て
の
家
や
宅

地
と
し
て
利
用
で
き
る
土
地
を
賃

貸
・
売
買
可
能
な
物
件
の
所
有
者
に

同
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
る
。

　

登
録
し
た
物
件
の
情
報
は
「
空
き

家
バ
ン
ク
」
と
し
て
町
が
管
理
。
町

や
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
物
件
の

所
在
地
や
現
況
写
真
を
掲
載
す
る
。

　

町
は
、
希
望
者
か
ら
の
照
会
が

あ
っ
た
場
合
に
情
報
を
公
開
す
る

が
、
売
買
・
賃
貸
の
契
約
は
当
事
者

間
で
行
っ
て
も
ら
い
、
斡
旋
や
仲
介

は
行
わ
な
い
。

美
し
い
村
づ
く
り
で
帯

広
畜
産
大
と
共
同
研
究

北
海
道
美
瑛
町

村
再
建
へ
意
見
箱
を
設
置

長
野
県
王
滝
村

空
き
家
バ
ン
ク
を
開
設

大
分
県
玖
珠
町

広
報
誌
で
町
民
の
朝
食
を
紹
介

岡
山
県
美
咲
町

間
伐
材
持
込
み
で
地
域
通
貨
発
行

徳
島
県
上
勝
町

女
性
職
員
だ
け
の
少
子

化
対
策
委
員
会
が
発
足

青
森
県
南
部
町

町
外
か
ら
の
転
入
者
に

支
援
金
１
０
０
万
円

新
潟
県
出
雲
崎
町

町
Ｈ
Ｐ
と
広
報
誌
に

有
料
広
告
を
掲
載

石
川
県
内
灘
町
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随 想
　

奈
良
県
の
東
南
部
に
位
置
す
る
上
北
山

村
、
昭
和　

年
に
吉
野
熊
野
国
立
公
園
と

１１

し
て
指
定
さ
れ
た
大
台
ヶ
原
か
ら
西
の
方

向
を
望
む
と
、
吉
野
か
ら
熊
野
に
続
く
大

峯
山
系
の
山
並
み
が
熊
野
に
向
か
っ
て

延
々
と
続
き
、
更
に
南
の
方
向
に
は
こ
の

大
台
山
系
と
大
峯
山
系
の
間
を
幻
想
的
な

雲
海
が
広
が
り
、
こ
の
麓
に
は
山
紫
水
明

の
地
、
我
が
故
郷
上
北
山
村
が
あ
る
。

　

上
北
山
村
と
い
う
村
名
は
明
治　

年
の

２２

町
村
制
施
行
時
に
設
置
さ
れ
た
村
名
で
あ

る
が
、
神
々
の
宿
る
熊
野
三
山
・
熊
野
地

方
か
ら
見
て
北
の
山
の
方
向
と
い
う
事
で

北
山
と
い
う
名
が
つ
い
た
そ
う
で
あ
る
。

　

大
台
ヶ
原
や
大
峯
山
系
に
源
を
発
す
る

北
山
川
の
清
流
は
、
上
北
山
村
か
ら
下
北

山
村
を
経
て
、
北
山
村
へ
、
更
に
は
名
勝

瀞
八
丁
を
流
れ
十
津
川
と
合
流
し
熊
野
川

と
な
っ
て
熊
野
の
地
・
黒
潮
踊
る
太
平
洋

へ
と
流
れ
て
い
る
。

　

水
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
上
流
か
ら
下

流
へ
、
逆
に
こ
の
熊
野
文
化
は
下
流
か
ら

上
流
へ
川
を
遡
っ
て
こ
の
地
に
も
伝
わ
っ

て
き
た
よ
う
だ
。

　

言
葉
の
ア
ク
セ
ン
ト
・
家
の
棟
の
配
置
、

お
正
月
の
門
松
の
飾
り
方
、
等
々
文
化
風

習
は
こ
こ
は
熊
野
文
化
圏
な
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
本
村
に
は
二
つ
の
大
き
な
山

岳
観
光
地
が
あ
る
。

　

そ
の
一
つ
は
吉
野
熊
野
国
立
公
園
の
北

の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
る
日
本
１
０
０

名
山
大
台
ヶ
原
、
か
つ
て
は
こ
の
山
に
は

魔
物
が
住
む
と
言
わ
れ
、
村
人
が
こ
の
山

に
入
る
と
度
々
戻
っ
て
来
な
い
・
・
・
い

つ
の
間
に
か
魔
物
伝
説
と
な
り
魔
物
の
住

む
山
と
言
わ
れ
て
き
た
。

　

果
た
し
て
そ
の
正
体
は
、
科
学
的
に
解

明
す
れ
ば
台
地
状
の
地
形
と
、
熊
野
灘
か

ら
の
湿
っ
た
空
気
に
よ
る
雨
や
霧
、
う
っ

そ
う
と
茂
る
ブ
ナ
や
ヒ
ノ
キ
の
原
始
の

森
、
迷
い
込
む
と
ど
ち
ら
か
ら
入
っ
た
か

わ
か
ら
な
い
、
こ
の
様
な
大
自
然
の
事
象

が
魔
物
の
正
体
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
村
人
は
、
大
台
ヶ
原
に
は
大
き
な

湖
が
あ
り
、
西
か
ら
風
が
吹
く
と
東
に
あ

ふ
れ
、
東
か
ら
風
が
吹
く
と
西
に
あ
ふ
れ

て
麓
の
村
々
が
水
害
に
遭
う
、
こ
れ
は
台

風
に
よ
る
水
害
の
た
と
え
だ
っ
た
の
か
と

も
思
わ
れ
る
。（
大
正　

年
９
月　

日
に

１２

１４

は
１
日
の
降
水
量
１
２
０
０
ミ
リ
の
記
録

が
残
っ
て
い
る
。）

　

明
治　

年
に
は
幕
末
、
蝦
夷
地
等
の
探

１７

検
家
と
し
て
有
名
な
松
浦
武
四
郎
氏
が
大

台
ヶ
原
に
入
山
し
、
調
査
を
行
っ
て
か
ら

徐
々
に
こ
の
山
の
状
況
も
解
明
さ
れ
始

め
、
昭
和　

年
７
月
に
は
大
台
ヶ
原
ド
ラ

３６

イ
ブ
ウ
ェ
イ
（
自
動
車
道
）
が
開
通
し
、

山
上
ま
で
車
で
上
れ
る
事
と
な
り
、
こ
の

山
を
訪
れ
る
人
々
も
増
大
し
、
近
年
は
国

道
等
周
辺
道
路
の
道
路
事
情
も
良
く
な
っ

て
大
阪
か
ら
で
も
２
時
間　

分
程
で
山
頂

３０

駐
車
場
ま
で
到
達
で
き
、
特
に
春
の
新

緑
、
夏
の
清
涼
、
秋
の
紅
葉
と
気
軽
に
自

然
を
体
感
で
き
る
条
件
と
な
っ
た
。

　

一
方
こ
の
山
に
対
し
て
、
大
峯
連
山
は

標
高
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
２
０
０
０

メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
そ
び
え
立
ち
年
間

３
０
０
０
ミ
リ
近
く
の
降
水
量
に
よ
り
独

特
の
森
林
を
形
成
し
た
山
々
で
あ
る
。

　

平
安
時
代
よ
り
日
本
古
来
の
山
岳
宗
教

に
よ
る
修
験
の
道
と
し
て
厳
し
い
行
場
が

あ
り
平
成
の
現
在
ま
で
こ
の
こ
と
が
引
き

継
が
れ
、
山
上
ヶ
岳
に
至
っ
て
は
未
だ
に

我
が
国
唯
一
の
女
人
禁
制
と
い
う
厳
し
い

戒
律
が
し
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
山
岳
地

帯
に
存
在
す
る
森
や
滝
、
す
べ
て
の
自
然

を
神
格
化
す
る
自
然
信
仰
の
精
神
が
や
が

て
仏
教
・
道
教
・
陰
陽
道
等
の
宗
教
が
融

合
し
日
本
独
自
の
修
験
道
が
生
ま
れ
、
神

仏
習
合
の
聖
地
と
な
り
吉
野
と
熊
野
を
結

ぶ
参
詣
道
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
大
峯
連
山
の
山
々
の
名
称
も　
７５

 
靡 
と
呼
ば
れ
る
行
場
が
あ
り
、
特
に
本
村

な
び
き

に
位
置
す
る　

番
目
の 
靡 
「 
笙 
の 
窟 
」
は

な
び
き 

し
ょ
う 
い
わ
や

６２

日
蔵
上
人
や
行
尊
が
厳
し
い
修
行
を
行

い
、
歌
人
西
行
法
師
も
こ
の
地
を
訪
れ
歌

を
残
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら 
靡 
の
中
に
は
「
阿
弥
陀
ヶ
森
」

な
び
き

「
大
普
賢
岳
」「
八
経
ヶ
岳
」「
仏
生
ヶ
岳
」

「
釈
迦
岳
」「
大
日
岳
」
等
々
仏
教
に
関
連

し
た
名
称
が
多
い
。

　

平
成　

年
７
月
に
は
我
が
国
で　

番
目

１６

１２

の
世
界
遺
産
（
文
化
遺
産
）
と
し
て
ユ
ネ

ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
、
こ
の

大
峯
山
脈
を
縦
走
す
る
吉
野
か
ら
熊
野
本

宮
間
に
お
け
る
大
峯
奥
駈
道
が
「
紀
伊
山

地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
と
し
て
認
定
を
受

け
、
こ
の
内
当
村
に
お
い
て
は
、
大
普
賢

岳
か
ら
孔
雀
岳
ま
で
の　

・
５
㎞
が
本
村

１８

に
関
連
し
た
道
で
あ
る
。

　

ま
た
、
奈
良
県
に
お
い
て
は
法
隆
寺
地

域
の
仏
教
建
造
物
・
古
都
奈
良
の
文
化
財

に
引
き
続
き
３
ヶ
所
目
の
世
界
遺
産
と

な
っ
た
。

　

大
峯
奥
駈
道
は
世
界
遺
産
の
名
も
手

伝
っ
て
か
、
指
定
以
後
こ
れ
ら
の
山
を
訪

れ
る
登
山
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
大

台
ヶ
原
と
は
違
っ
た
こ
の
山
独
特
の
素
晴

ら
し
い
景
色
を
体
感
す
る
事
は
出
来
る

が
、
反
面
平
安
の
頃
よ
り
の
厳
し
い
修
験

の
道
で
あ
る
事
を
忘
れ
ず
に
い
て
欲
し

い
。

　

吉
野
熊
野
国
立
公
園
・
「
日
本
百
名
山

の
大
台
ヶ
原
」、「
世
界
遺
産
の
大
峯
奥
駈

道
」、
機
会
が
あ
れ
ば
一
度
は
訪
れ
て
欲

し
い
山
で
あ
る
。

随

想
奥
吉
野
（
奥
熊
野
）
上
北
山

奈
良
県
上
北
山
村
長

福　

西　
　

力
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国
土
交
通
省
は
、
こ
の
ほ
ど
平
成　

年
１７

度
末
の
全
国
の
下
水
道
整
備
状
況
を
取
り

ま
と
め
た
。

　

発
表
に
よ
る
と
、
下
水
道
処
理
人
口
普

及
率
は
、
全
国
ベ
ー
ス
で　

・
３
％
（
平

６９

成　

年
度
末　

・
１
％
）、
下
水
道
整
備
人

１６

６８

口
は
約
８
、
８
０
２
万
人
と
な
っ
た
。

　

人
口
規
模
別
の
市
町
村
の
普
及
率
で

は
、
１
０
０
万
人
以
上
が　

・
３
％
、　

９８

５０

〜
１
０
０
万
人
が　

・
８
％
、　

〜　

万

８０

３０

５０

人
が　

・
８
％
、　

〜　

万
人
が　

・
７

７６

１０

３０

６７

％
、
５
〜　

万
人
が　

・
８
％
と
な
っ
て

１０

５３

い
る
の
に
対
し
、
人
口
５
万
人
未
満
の
市

町
村
の
普
及
率
は
、　

・
３
％
に
す
ぎ
な

３９

い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
大
都
市
と
中
小

市
町
村
で
は
大
き
な
格
差
が
あ
る
。

　

普
及
率
を
都
道
府
県
別
に
み
る
と
、
最

も
高
い
の
が
東
京
都
（　

・
４
％
）
次
い

９８

で
、
神
奈
川
県
（　

・
５
％
）、
以
下
、
兵

９４

庫
県
（　

・
１
％
）、
大
阪
府
（　

・
０

８９

８９

％
）、
北
海
道
（　

・
３
％
）
の
順
と
な
っ

８７

て
い
る
。
一
方
、
最
も
低
い
の
が
徳
島
県

（　

・
５
％
）、
次
い
で
和
歌
山
県
（　

・

１１

１４

３
％
）、
以
下
、
高
知
県
（　

・
２
％
）、

２８

島
根
県
（　

・
２
％
）、
香
川
県
（　

・
６

３４

３６

％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、　

年
度
末
の
汚
水
処
理
人
口
普

１７

及
率
（
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
施
設
、

浄
化
槽
等
の
合
計
普
及
率
）
は
全
国
ベ
ー

ス
で
、　

・
９
％
（
平
成　

年
度
末　

・

８０

１６

７９

４
％
）
で
あ
っ
た
が
、
人
口
５
万
人
未
満

の
市
町
村
の
同
普
及
率
は　

・
９
％
に
過

６２

ぎ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

水
産
基
本
計
画
の
見
直
し
に
関
し
中

間
論
点
整
理 
 
―
水
産
政
策
審
議
会
―

　

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ
ど
、
観
光
地
の

活
性
化
に
成
功
し
た
「
観
光
カ
リ
ス
マ
」

を
講
師
に
迎
え
、
成
功
の
ノ
ウ
ハ
ウ
伝

授
、
活
動
の
現
場
体
験
な
ど
を
セ
ミ
ナ
ー

方
式
で
集
中
的
に
行
う
平
成　

年
度
「
観

１８

光
カ
リ
ス
マ
塾
」
を
開
講
す
る
。

　
「
観
光
カ
リ
ス
マ
」
は
、
各
観
光
地
の
魅

力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
観
光
振
興
を
成

功
に
導
い
た
人
々
の
類
い
希
な
努
力
に
学

ぶ
こ
と
が
極
め
て
効
果
が
高
い
こ
と
か

ら
、
各
地
で
観
光
振
興
の
た
め
に
地
域
の

中
心
的
存
在
と
な
る
人
を
育
て
て
い
く
た

め
、
平
成　

年
よ
り
、
政
府
の
「
観
光
カ

１４

リ
ス
マ
百
選
」
選
定
委
員
会
に
よ
り
、
そ

の
先
達
と
し
て
選
定
さ
れ
た
人
々
で
、
こ

れ
ま
で
全
国
約
１
０
０
名
が
選
ば
れ
、
現

在
も
活
躍
し
て
い
る
。

　

同
塾
は
、
そ
の
観
光
地
の
活
性
化
に
成

功
し
た
観
光
カ
リ
ス
マ
を
講
師
に
迎
え
、

地
域
の
観
光
振
興
を
担
う
人
材
を
育
成
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
平
成　

年
度
よ
り

１６

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、　

月
中
旬
の
「
民
間
主
導

１０

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催

す
る
兵
庫
県
豊
岡
市
を
皮
切
り
に
「
異
業

種
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
愛
知
県
南
知
多
町
、

「
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
型
観
光
に
よ
る
長
期

滞
在
型
の
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
北
海
道
倶
知
安
町
な
ど
全
国
９
ヶ
所

で
、
１
泊
２
日
ま
た
は
２
泊
３
日
の
日
程

で
開
催
す
る
。
観
光
カ
リ
ス
マ
の
体
験
に

基
づ
い
た
地
域
振
興
に
関
す
る
講
義
、
活

動
現
場
の
実
地
体
験
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

　

受
講
生
は
各
開
催
地　

名
程
度
で
、
観

２０

光
関
係
者
や
地
方
公
共
団
体
、
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
々
な
ど
、
観
光

振
興
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に
意
欲
の
あ

る
人
を
対
象
に
広
く
募
集
し
て
い
る
。

平
成　

年
度「
観
光
カ
リ
ス
マ
塾
」

18

を
開
催 

―
国
土
交
通
省
―

　

水
産
政
策
審
議
会
は
こ
の
ほ
ど
水
産
基

本
計
画
の
見
直
し
に
関
し
、
中
間
論
点
整

理
を
行
い
公
表
し
た
。

　

水
産
基
本
計
画
は
水
産
基
本
法
に
基
づ

き
概
ね
５
年
ご
と
に
情
勢
の
変
化
等
を
踏

ま
え
て
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

中
間
論
点
整
理
で
は
、
ま
ず
水
産
業
・

漁
村
を
め
ぐ
る
情
勢
の
変
化
と
し
て
、
①

食
の
外
部
化
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

販
売
シ
ェ
ア
の
上
昇
な
ど
水
産
物
の
消
費

流
通
構
造
の
変
化
、
②
世
界
的
に
需
要
が

高
ま
る
中
、
他
国
と
の
購
入
競
争
に
敗
れ

る
「
買
い
負
け
」
が
発
生
す
る
一
方
、
我

が
国
の
輸
出
は
増
加
、
③
我
が
国
周
辺
水

域
だ
け
で
な
く
世
界
的
に
も
資
源
状
況
が

悪
化
し
、
漁
場
環
境
も
悪
化
、
④
就
業
者

や
船
齢
の
高
齢
化
等
漁
業
生
産
構
造
の
脆

弱
化
、
⑤
水
産
業
・
漁
村
に
対
す
る
国
民

の
期
待
の
高
ま
り
等
に
つ
い
て
指
摘
。

　

ま
た
、
現
行
計
画
に
つ
い
て
水
産
物
の

需
給
、
漁
業
生
産
構
造
の
両
面
か
ら
検
証

を
行
い
、
現
状
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
自

給
率
目
標
の
達
成
は
厳
し
い
と
指
摘
。

　

さ
ら
に
、
水
産
政
策
改
革
の
方
向
性
と

し
て
次
の
点
の
更
な
る
検
討
を
求
め
て
い

る
。
①
水
産
資
源
の
回
復
・
管
理
の
積
極

的
推
進
。
②
将
来
展
望
の
確
立
と
国
際
競

争
力
の
あ
る
経
営
体
の
育
成
・
確
保
。
③

水
産
物
の
安
定
供
給
に
向
け
た
加
工
・
流

通
・
消
費
施
策
の
展
開
。
④
漁
港
・
漁
場
・

漁
村
の
総
合
的
整
備
と
水
産
業
・
漁
村
の

多
面
的
機
能
の
発
揮
。

　

水
産
庁
は
、
こ
う
し
た
検
討
状
況
の
周

知
と
関
係
者
と
の
意
見
交
換
を
各
ブ
ロ
ッ

ク
ご
と
に
行
い
、
来
年
３
月
に
閣
議
決
定

予
定
の
新
た
な
基
本
計
画
の
検
討
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

下
水
道
整
備
状
況
ま
と
ま
る

― 
国
土
交
通
省 
―
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